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歴史教材の貸し出し

セカンドスクール的利用の概要

＜センター来訪＞

○県内の遺跡や文化財を取り入れた活動

○展示室や収蔵庫の見学

○体験学習活動

○払田柵跡見学（大仙市ボランティアガイド依頼）
ほっ たの さく あと

＜出前授業＞

○近くの遺跡や文化財を取り入れた活動

○埋蔵文化財センター職員が学校を訪問

○バスの手配や移動時間が不要

○授業で活用できる様々なキットや実物を貸し出しています。
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歴史学習の充実

体験学習活動メニュー

№ 学習活動名 おすすめ 詳細

１ 縄文時代の学習 ☆ この石器は何に使ったんだろう Ｐ３

２ 奈良・平安時代の学習 ☆ 払田柵跡の役割がわかるよ Ｐ３
ほったのさくあと

３ 学習鎌倉～安土桃山時代の学習 ☆ 武士の世の中になったんだね Ｐ４

４ 施文体験 ☆ 縄目を転がすと文様の仕組みがわかるよ Ｐ４
せ も ん

５ 石器づくり ☆ 縄文人はこうして石を加工したのか Ｐ５

６ 麻糸とコースターづくり ☆ 麻の繊維を撚って、糸ができるんだね Ｐ５
よ

７ 火起こし体験 古代はこのようにしてたんだね

８ 勾玉づくり 古代の装飾品だね
まがたま

９ 土器接合体験 パズルみたいだね

10 拓本体験 奈良・平安時代の土器の模様を写すよ

○石器づくりでは５０人以上の場合、黒曜石を購入していただきます。
こくようせき

○勾玉づくりは、材料を購入していただきます。

○授業サポートやインターンシップも承ります。

歴史教材の貸し出し

○古代体験キット

・竪穴住居復元キット ・土器資料キット

・土器変遷キット ・狩りと漁キット

・縄文調理キット ・古代キット

○ビデオ教材 紹介ＤＶＤ「ようこそ秋田の古代へ」

○土器・石器等（実物）
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活動メニューの詳細

１ 縄文時代の学習

内 容 ○竪穴住居のひみつ

○縄文土器の魅力

○石器（８種類）の用途

○麻布と貫頭衣
か ん と う い

所要時間 ４５分 対象 小学生以上

最大人数 ４０人 費用 無料

必要なもの 特になし

備 考 施文体験などとの組み合わせがおすすめです。（参照P6）
せ も ん

２ 奈良・平安時代の学習

内 容 ○平安衣装と当時の食器（須恵器、土師器）
す え き は じ き

○鉄器の製作と普及（たたら製鉄）

○払田柵跡とは？
ほったのさくあと

○古代城柵とまじない
こ だいじょうさく

所要時間 ４５分 対象 小学生以上

最大人数 ４０人 費用 無料

必要なもの 特になし

備 考 上記は一例であり、学校の要望に応じた学習内容を組むこともできます。
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３ 中世（鎌倉～安土桃山時代）の学習

内 容 ○秋田の山城と平城

○炭化米（兵糧米）
ひょうろうまい

○茶道や仏教文化の広がり

（天目茶碗、茶臼、五輪塔、
てんもくちゃわん ちゃうす ご りんとう

卒塔婆）
そ と ば

○領主の日常生活
りょうしゅ

所要時間 ４５分 対象 小学生以上

最大人数 ４０人 費用 無料

必要なもの 特になし

備 考 上記は一例であり、学校の要望に応じた学習内容を組むこともできます。

４ 施文体験
せ も ん

容 ○カーボン紙を使用して土器型の

用紙に施文する。

○手が汚れない特殊な粘土に施文

して、土器レリーフを製作する。

所要時間 ４５分 対象 小学生以上

最大人数 ４０人 費用 無料

必要なもの

備 考 ２０人を超える場合は縄文生活学習との組み合わせがおすすめです。（参照P6）
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５ 石器づくり

内 容 ○黒曜石の刃つぶし加工

○ナイフ（石器）による紙の切り

所要時間 ４５分 対象 小学生以上

最大人数 ４０人 費用 無料

必要なもの トレパン上下など肌を露出しない服装にしてください。

備 考 ２０人を超える場合は縄文生活学習との組み合わせがおすすめです。（参照P6）

６ 麻糸とコースターづくり

内 容 ○麻の繊維を撚り、麻糸を作る。
よ

○麻布に縄文絵柄の型を使い、ス

テンシルでコースターを作る。

所要時間 ４５分 対象 小学生以上

最大人数 ４０人 費用 無料

必要なもの 特になし

備 考 ２０人を超える場合は縄文生活学習との組み合わせがおすすめです。（参照P6）
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出前授業展開例

７／１（月） ○○小 出前授業

活動内容 場所 時間

縄文時代の学習 教室 ４５分

施文体験 特別教室 ４５分

日程

１３：１０～１３：４０ 準備

１３：４５～１４：３０ ５校時

１４：３５～１５：２０ ６校時

縄文時代の学習

活動 留意点 材料・用具

オリエンテーション

○地域の遺跡と遺物 地図、出土品

○竪穴建物 竪穴式建物図他

○石器 石器の用途 石器８種類他

○麻と貫頭衣 麻の繊維他

まとめ

施文体験

活動 留意点 材料・用具

オリエンテーション ・縄文土器の説明

・施文とクラフトの説明

○施文／クラフト ・入替 施文ｾｯﾄ（４）

・施文 ・５種類の縄文原体 縄文土器（３）
じょうもんげんたい

・クラフト ・手が汚れない特殊な粘土 粘土6.7g

まとめ
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Ａ班（１１人）Ｂ班（１１人）

５校時 縄文時代の学習 施文体験

６校時 施文体験 縄文時代の学習



利用申込の手順

＜申込み先＞

秋田県埋蔵文化財センター 資料管理活用班

〒014-0802 大仙市払田字牛嶋20番地

TEL 0187-69-3331 FAX 0187-69-3330

http://www.pref.akita.jp/gakusyu/maibun_hp/index2.htm

利用期日や活動内容を決めます。

電話で

申込書

事前確認

当日

後日
アンケート

当センターのホームページから利用申込書（一

太郎文書）をダウンロードします。それに入

力し、FAXで利用当日の１週間前までに送付し

てください。

利用当日の３日前までにセンターに電話を入

れてください。

センター来訪の際は、内履きを持参ください。

利用当日アンケート用紙を渡しますので、後

日FAXで送付ください。送付状は不要です。
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１

ホームページのトップージ

ここをクリック！


